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株式会社ラックウェル1 （追加情報） 

 

 「さて、どうしたものかな・・・」 

 

 株式会社ラックウェルの代表取締役社長となった神山啓介は、取締役会に向けて、自社の

今後の再生戦略と 10年後を見据えた成長戦略を、各取締役、さらには大株主やメインバン

ク等あらゆるステークホルダーに対して、個別に説明して回った。 

 反応は、賛否両論。 

諸手を挙げて賛同する者もいれば、ものすごい剣幕で反対の弁を述べる者もいた。 

 

 今回の再生戦略と成長戦略は、神山と経営企画室のメンバーで、寝る間も惜しんで立案し

たものであり、神山はその戦略に相当な自信を持っていた。 

 

 しかし、どんなに良い戦略であっても実行できなければ意味がない。 

 「どうやってこの戦略を実行段階に移していこうか・・・」 

 神山は社長室で考え込んでいた。 

 

【 設問 】 

立案した再生戦略及び成長戦略に対し、誰がどのような理由で反対したと考えられますか。 

また、代表取締役社長である神山の立場で、その反対に対してどのように対応し、戦略を実

行段階に移していきますか？取締役会で説明してください。 

                             
1 このケースは、ケースコンペティションの資料として、オリジナルで創作されたものであり、登場する

企業や人物等の固有名詞、記載された内容や数値等はすべて架空のものである。 
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